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誌
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靴
下
の
ひ
ど
い
汚
れ
取

り
は
住
ま
い
の
洗
剤
で
落

と
す普

通
の
汚
れ
は
落
ち
な

い
が
、
ぬ
る
ま
湯
に
住
ま

い
の
洗
剤
を
入
れ
、
し
ば

ら
く
靴
下
を
浸
し
て
置
き
、

モ
ミ
洗
い
す
れ
ば
落
ち
ま

す
よ
。

靴
下
の
ひ
ど
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落
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ら
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、

モ
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洗
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落
ち
ま
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よ
。

ひ
ど
い
汚
れ
で
困
っ
て

い
ま
せ
ん
か

ひ
ど
い
汚
れ
で
困
っ
て

い
ま
せ
ん
か

９
月
12
日

役
員
会

15
日

中
野
さ
ん
伏
重
不

動
産
と
話
合
う

須
藤

19
日

年
金
裁
判
第
１
回

公
判
（
大
阪
地
裁
）

20
日

駅
頭
宣
伝
中
止

21
日

石
井
〜
相
続

伊
尾
木
〜
生
活
相
談

宮
川
〜
原
状
回
復
費
で

書
面
発
送

引
落
し
手
続
き

23
日

西
宮
班
会
議

26
日

10
月
ニ
ュ
ー
ス
会

議
29
日

女
子
会
（
鉄
路
の

旅
）

富
永
さ
ん
打
合

せ
10
月
３
日

中
島
、
佐
藤

借
地
問
題
で
訴
状
届
く

９
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10
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島
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で
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状
届
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本
庁
支
部

支
部
会
は
し
ば
ら
く
開

い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が

9
月
9
日
支
部
員
の
木
南

さ
ん
の
計
ら
い
で
尼
崎
民

主
商
工
会
の
事
務
所
で
5

名
が
参
加
し
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、

①
地
域
の
ビ
ラ
宣
伝
に

つ
い
て
、
個
人
個
人
で
借

家
と
お
ぼ
し
住
宅
地
域
に

配
布
す
る
こ
と
。

②
組
合
員
拡
大
で
本
部

で
決
め
ら
れ
た
組
合
員
拡

大
で
組
合
員
の
多
く
か
ら

紹
介
カ
ー
ド
を
集
め
る
こ

と
。
来
年
の
総
会
ま
で
に

３
７
０
名
組
合
に
す
る
た

め
の
、
拡
大
の
推
進
す
る

人
を
「
拡
大
英
雄
」
（
一

年
で
二
人
紹
介
）
す
る
人

３
〜
5
名
募
集
す
る
。

③
11
月
18
日
、
日
帰
り

バ
ス
旅
行
大
江
戸
温
泉

（
箕
面
温
泉
）
参
加
募
集

（
定
員
25
名
）
④
12
月
25

日
（
日
）
年
末
餅
つ
き
大

会
参
加
要
請
を
提
案
し
ま

し
た
。

本
庁
支
部
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（
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）
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（
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）
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き
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会
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加
要
請
を
提
案
し
ま

し
た
。

桃
原
光
子

9
月
29
日
（
木
）
午
前

8
時
45
分J
R

尼
崎
駅
に
集

合
、
早
い
人
は
1
時
間
前

に
来
て
お
り
、
8
時
40
分

に
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
集

ま
り
、
来
る
途
中
で
雨
に

ぬ
れ
足
も
と
が
濡
れ
て
見

送
り
し
て
か
ら
帰
る
と
言
っ

て
い
た
人
も
、
駅
の
コ
ン

ビ
ニ
で
靴
下
を
購
入
し
て

履
き
替
え
参
加
し
て
も
ら

い
、
一
人
が
体
調
が
悪
く

し
て
少
し
遅
れ
て
参
加
、

10
人
の
メ
ン
バ
ー
が
9
時

20
分
出
発
し
た
。
東
西
線

の
尼
崎
か
ら
大
阪
市
内
を

通
過
し
京
都
の
木
津
に
到

着
し
、
大
和
線
に
乗
り
替

え
拓
植
か
ら
滋
賀
県
の
草

津
で
東
海
道
船
に
乗
り
換

え
、
こ
こ
で
や
っ
と
客
車

の
中
が
空
席
が
で
き
10
人

が
固
ま
っ
て
座
れ
る
よ
う

に
な
り
、
車
内
や
乗
り
継

ぎ
の
待
ち
時
間
に
持
参
し

た
「
お
や
つ
」
自
慢
の
手

作
り
弁
当
の
交
換
や
味
く

ら
べ
、
食
と
健
康
に
つ
い

て
語
る
人
、
滋
賀
県
の
米

原
駅
で
湖
西
線
に
乗
り
換

え
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が

大
阪
で
は
右
側
通
行
だ
け

ど
左
側
通
行
の
所
が
何
ヵ

所
か
あ
り
、
乗
り
換
え
の

度
、
座
席
の
チ
ェ
ン
ジ
を

し
て
、
車
窓
を
眺
め
て
楽

し
ん
だ
り
刈
田
を
見
て
切

り
株
か
ら
青
い
稲
が
伸
び

て
お
り
、
又
、
米
が
稔
る

の
か
な
と
思
っ
た
り
、
畔

道
に
は
鮮
や
か
な
赤
い
彼

岸
花
が
咲
き
乱
れ
て
い
ま

し
た
。
彼
岸
花
の
球
根
に

は
毒
が
あ
り
モ
グ
ラ
や
ネ

ズ
ミ
が
畑
に
穴
を
開
け
る

の
を
防
ぐ
た
め
に
植
え
て

お
り
植
物
図
鑑
で
は
、

「
狐
の
カ
ミ
ソ
リ
」
と
言
っ

て
い
る
。
初
秋
の
景
色
を

思
う
存
分
堪
能
し
、
琵
琶

湖
も
観
て
楽
し
ん
で
き
ま

し
た
。
京
都
駅
か
ら
東
海

道
線
で
大
阪
駅
に
午
後
5

時
に
到
着
、
一
区
間
の
切

符
で
楽
し
いJ

R

の
列
車
の

鉄
路
の
旅
を
し
ま
し
た
。

コ
ー
ス
も
幾
つ
か
あ
る
の

で
年
に
1
回
、
鉄
路
の
旅

を
計
画
し
て
下
さ
い
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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店
主

新
田
武
三
さ
ん

63
歳
は
Ｊ
Ｒ
尼
崎
駅
の
神

戸
線
南
西
沿
え
徒
歩
５
分

の
と
こ
ろ
に
３
階
建
て
の

店
舗
で
１
階
は
島
料
理
店

（
み
や
び
）
２
階
は
宴
会

場
30
名
収
容
、
３
階
が
自

室
に
な
っ
て
お
り
、
３
階

の
窓
に
は
「
奄
美
料
理
店
」

の
看
板
が
あ
り
、
こ
の
看

板
を
見
て
く
る
人
も
あ
り

ま
す
。

店
の
特
徴
は
、
新
田
さ

ん
は
奄
美
の
徳
之
島
出
身

で
三
味
線
も
名
手
で
郷
里

の
「
徳
之
島
樟
南
会
」
、

関
西
支
部
の
会
長
も
務
め

人
脈
も
人
望
も
あ

り
、
お
客
さ
ん
の

リ
ク
エ
ス
ト
が
あ

れ
ば
奄
美
民
謡
の

演
奏
も
行
い
、
そ

れ
以
外
の
曲
で
も

伴
奏
も
行
い
、
宴

会
の
場
を
盛
り
上

げ
て
く
れ
、
奄
美

の
人
た
ち
に
故
郷

に
帰
っ
た
気
分
に

し
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
店
に
は
お
姉
さ
ん

の
川
北
静
子
さ
ん
（
借
家

人
組
合
の
組
合
員
）
も
島

料
理
を
作
っ
た
り
、
店
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

お
姉
さ
ん
も
人
付
き
合
い

も
広
く
組
合
員
を
２
，
３

人
を
増
や
し
た
い
と
決
意

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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立
花
支
部

8
月
30
日
に
学
習
会
を

行
い
ま
し
た
。
「
借
地
借

家
の
知
識
と
Ｑ
＆
Ａ
」

（
西
田
穣
弁
護
士
著
）
を

学
習
し
ま
し
た
。

急
遽
決
め
ま
し
た
の
で

参
加
者
は
4
名
で
し
た
が
、

質
問
・
意
見
が
多
く
出
さ

れ
、
①
借
地
借
家
契
約
解

除
に
つ
い
て

②
家
賃
滞

納
の
時
の
対
処
の
仕
方

③
契
約
の
更
新
時
に
大
切

な
こ
と
は
何
か

④
保
証

会
社
か
ら
取
り
立
て
問
題

⑤
定
期
借
家
と
は
ど
ん

な
法
律
か
な
ど
多
く
の
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
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